
≪事例≫
ビルの２階で飲食店

を始めるため、消防署
に相談に行きました。
そこで、ガスコンロの

設置位置が不適切なこ
とや自動火災報知設備
が必要なことがわかり、
開店前に適切に対処
することができました。

事前に
消防署に
相談

しましょう!!

消防署では、営業開始予定の飲食店、薬局、理美容
所、クリーニング所、旅館、公衆浴場、興行場等で、必要
な消防用設備等や防火管理者の選任の有無、手続きな
どについて、事前にご相談をお受けすることができます。
新築・改築・増築・テナント入替等を行う場合や消防用

設備等の工事前・工事後は、消防法令等（※）により、
消防署に事前に届出が必要です。
また、検査を受けることが必要となる場合があります。

※根拠法令 消防法第17条の３の２
横浜市火災予防条例第73条

事前に
御相談

いただくと
…？？

横浜消防マスコット
「ハマくん」

横浜市消防局指導課
電話 045-334-6408

ご相談は、最寄の消防署予防課指導係へお願いします。

鶴 見 消 防 署 ５０３－０１１９ 神 奈 川 消 防 署 ３１６－０１１９ 西 消 防 署 ３１３－０１１９

中 消 防 署 ２５１－０１１９ 南 消 防 署 ２５３－０１１９ 港 南 消 防 署 ８４４－０１１９

保土ケ谷消防署 ３３４－６６９６ 旭 消 防 署 ９５１－０１１９ 磯 子 消 防 署 ７５３－０１１９

金 沢 消 防 署 ７８１－０１１９ 港 北 消 防 署 ５４６－０１１９ 緑 消 防 署 ９３２－０１１９

青 葉 消 防 署 ９７４－０１１９ 都 筑 消 防 署 ９４５－０１１９ 戸 塚 消 防 署 ８８１－０１１９

栄 消 防 署 ８９２－０１１９ 泉 消 防 署 ８０１－０１１９ 瀬 谷 消 防 署 ３６２－０１１９


	スライド番号 1

